
 

                 

2026年 11月 6日 

                          

愛媛ゴルフ株式会社の株式取得について 

                                    南海放送株式会社  

                                     

南海放送株式会社（愛媛県松山市 代表取締役社長：山内孝雄）（以下、当社）は、愛媛県内子

町において愛媛ゴルフ倶楽部を運営している愛媛ゴルフ株式会社（愛媛県内子町 代表取締役社

長：弓﨑憲明）（以下、愛媛ゴルフ）の株式 340株（発行済株式総数の 34％）を下記の条件で取

得することになり、本日までに両社の取締役会で決議されましたので、お知らせいたします。      

今後は、当社が愛媛ゴルフの筆頭株主となり、本日開催の愛媛ゴルフ株主総会で選任された当

社取締役および子会社の取締役計 2名が経営に参画することにより、放送局とゴルフ場のシナジ

ーを図り、内子町をはじめ愛媛・南予地域の活性化や入場者数・交流人口の増加を図っていく所

存です。 

            

１．株式取得概要 

対象会社 愛媛ゴルフ株式会社 

運営施設 愛媛ゴルフ倶楽部 

発行済株式数 1,000株 

取得株式数 340株 

取得比率 34％ 

買主 南海放送株式会社 

売主 株式会社弓﨑商会（代表取締役社長 弓﨑憲明氏） 

取得価額 非公開 

株式取得予定日 2026年 12月 1日 

 

 

２．愛媛ゴルフ株式取得の目的 

愛媛ゴルフ倶楽部は、1988年に男子プロツアーメジャー大会「日本プロゴルフ選手権」が開

催された四国を代表する名門コースです。ブランド価値をさらに高めるだけでなく、当社のス

ローガン「愛媛主義」の下、内子町をはじめ南予地域の自治体、企業、学校等と連携を深め、

地域ハブ機能の強化を図ります。ゴルフ単体ではなく、スポーツ振興・観光振興・交流人口拡

大に資する事業を展開することにより、内子町や南予圏域の活性化につなげる狙いです。 

  また、当社が保有するテレビ・ラジオ・SNSの発信力、イベント企画力、ネットワーク力を

活用させ、愛媛ゴルフ倶楽部のブランド再発信や競技会・各種コンペ・地域イベントの実施お

よびコンテンツ化、各種商品開発を進めていきます。 

 

 



 

                 

３．愛媛ゴルフ 新経営体制 

氏 名 新 役 職 現役職および重要な兼職の状況 

小倉 健嗣 代表取締役社長（新任） 南海放送株式会社 取締役常務執行役員 

DX経営戦略本部事業長 

畦地 一久 常務取締役（新任） 南海放送音響照明株式会社 取締役会長 

徳永 充 常務取締役 支配人（昇任） 取締役 支配人 

 ※就任は 2026年 12月 1日付。任期は 2028年 6月開催予定の株主総会終了時まで 

４．スケジュール 

期 日 事 項 

2026年 10月 29日 南海放送：定例取締役会 株式譲渡決議 

11月６日 愛媛ゴルフ：取締役会・臨時株主総会 株式譲渡決議 

12月 1日（予定） 株式譲渡契約書締結 
 

５．コメント 

内子町 小野植 正久 町長 

愛媛ゴルフ倶楽部様におかれましては、これまでも内子町政にご理解ご協力いただいておりまし 

た。今後もなお一層、多方面にてご活躍いただき、地域の活性化に寄与していただけますこと、 

心よりご期待申し上げます。 

 

南海放送 山内 孝雄 代表取締役社長 

このたび、当社は愛媛ゴルフ倶楽部を運営する愛媛ゴルフ株式会社に資本参加させていただくこ

とになりました。愛媛ゴルフ倶楽部は、内子町ご出身で日本ゴルフ界のパイオニアとして知ら

れ、後にイギリスの首相となるウィンストン・チャーチルから「カイゼル（皇帝）を商人にした

ような男だ」と言われた商社マン、高畑誠一さんが総合監修され、１９７５年に開場した四国屈

指の名門コースです。当社が掲げる経営理念「愛媛主義」を更に推進するために、南海放送の情

報発信力、イベント力を掛け合わせ、愛媛ゴルフ倶楽部を核とした内子町ならびに南予地域の地

域振興、愛媛県内スポーツ振興を目指します。 

 

６．愛媛ゴルフ倶楽部 

 

 

・1887年内子町生まれ、日本の実業家 

・日商株式会社（後の日商岩井、現双日）の元会長 

・鈴木商店ロンドン支店長時代にゴルフを始め、昭和天皇が皇太子時代に 

ロンドンを訪問された際に天覧試合を企画する 

・世界で初めてゴルフのヘッドカバーを考案した人物として知られる 

・ルールブックを作成するなど、日本ゴルフ界の祖といわれる 

・愛媛ゴルフ倶楽部の建設にも発起人として名を連ね、コース設計の監修に 

おいてもコース形状、池やバンカーの形状、各ホールに名前を付けるなど 

ゴルフにかける思いを織り込む 

 

 

監修 高畑誠一氏 



 

                 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・1975年  「親和観光産業」を運営母体に開場 

・1970年代 18ホールから 27ホールに増設。キング・プリンス・クイーン 3コース体制となる 

・1988年  日本プロゴルフ開催 

・2004年  「親和観光産業」から「愛媛ゴルフ株式会社」に営業譲渡 

・2010年  日本アマチュアゴルフ選手権開催 

・2025年  開場 50年 

 

 

 

変遷 

コース 

この件に関する問い合わせ 

南海放送株式会社 DX経営戦略局（担当：二宮） 

電話  089-915-3801 

メール kin@rnb.co.jp 

全景 クラブハウス 


